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WGの概要

(1) 目的
・お客様の安全に影響を与える可能性がある模倣自動車部品の流通・販売を減らす取り組みを共同で行う

(2) 概要
・自動車メーカー4社、自動車部品メーカー4社、1団体が参加
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１．テーマ
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■模倣自動車部品を使用した場合、お客様の安全に影響を与える可能性がある
⇒ 模倣部品の流通・販売を減らす取り組みを行う （No.1-4）

■独立系（民族系）中国自動車企業と連携し、活動の幅を広げる
⇒ 知財活動実態を把握し、連携することで模倣品対策をより一層強化する（No.5）

【活動テーマ一覧】

No. テーマ名 担当

1 広州モーターショーでの消費者啓発活動
KYB
ホンダ

2
SNSを活用した共同啓発活動

（対当局、対消費者（モーターショー以外））
マツダ
AGC

3
税関データを活用した模倣対応活動

（当局訪問、摘発押収品の廃棄、オフライン/オンラインでの実態調査等）
トヨタ

4 3.15消費者の日に合わせた当局と連携した模倣品啓発イベント開催 日産

5 独立系（民族系）中国自動車企業との連携活動 ホンダ
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２．今年度の活動内容および一年間の成果

No. テーマ名 活動内容 一年間の成果

1
広州モーターショーでの
消費者啓発活動

・広州モーターショーにて模倣品対策ブース展示
を行う

・全ての準備を完了していたが、突然の展示会延期～年末
年始開催への対応ができず出展を断念した。

・準備物等は来年度に生かせるが、貴重な消費者への啓蒙
活動はできなかった。

2
SNSを活用した
共同啓発活動

・昨年度に引き続き、Weiboを用いた情報発信
を実施
・発信計画に従って、IPG・当WG会合の様子、
一部WGメンバーの個社知財保護啓発活動、
模倣品摘発案件等の内容を発信

・当WG公式Weiboアカウントを使った情報発信（活動紹介、
一部のWGメンバーの個社知財記事の発信、模倣摘発案
件事例等）

・動画記事も発信し、コンテンツの形式が豊富になった。

3
税関データを活用した

模倣対応活動

・2021年各社の税関データを整理し、税関での
模倣品対策活動を把握

・税関との連携を強化

・各社の税関取締り案件データを分析し、重点税関、および
税関訪問先を選定した（寧波税関、広州税関）。

・3月14日、寧波税関との交流は会模倣品対策委員会と合
同で行った。広州税関との交流会は、11月に広州モーター
ショーの期間にて実施予定。

4

3.15消費者の日に合わ
せた当局と連携した

模倣品啓発イベント開催

・昨年度に開催できなかった要因を反省し、現地
開催と予備案としてオンラインのイベントも計画

・アンケートを行い開催都市（済南、鄭州）を選定

・3月15日に蘇州市MSBと連携して、蘇州市現地開催決定

・真贋部品サンプルの展示と説明、宣伝チラシの配布など
の手段で消費者の模倣部品買わず、使わず意識を高める

5
独立系（民族系）中国自
動車企業との連携活動

・GEELY、FOTON、長安三社との交流会を実
施

・2022/9/16に中国民族系企業（GEELY、長安）との交流会
を行い、模倣品への共同対応強化とモーターショーでの共
同宣伝活動実施の意思を整合



メンバー紹介 摘発・啓発紹介

IPG会合紹介 動画記事
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２．今年度の活動内容および一年間の成果

ホンダの啓発活
動、模倣摘発
案件紹介等▶

Weiboアカウント
のフォローはこちら
からお願いします
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来年度も模倣自動車部品の販売・購買の撲滅を目指し、

活動を強化・継続して参ります
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